
１ 調査結果の概要と課題・対策について 

 

『育てる（栽培）』 

中学３年生の「育てる（栽培）」に関わる設問の数値が、昨年度に比べて全て上がってい

た。しばたの心継承プロジェクトをはじめ、これまでの学習や活動を通して地域の食や農に

興味・関心が高まっていることが伺える。 

 

『作る（料理）』 

令和２年度から、小学６年生の「一人で弁当を作ることができる」割合と、中学３年生の

「小煮物を一人で作ることができる」割合の減少が続いている。 

コロナ禍で調理実習を見合わせている学校もあり、学校で弁当作りや小煮物作りを体験

できていない。子どもたちが弁当や小煮物を一人で作れる技術を身に付けるためには実

際に調理をすることが不可欠であり、その場として“家庭”がますます重要となってきてい

る。引き続き家庭と連携した食育を推進していくために、食育授業の工夫や家庭啓発用パ

ンフレット配布の他、デジタル技術の活用による情報発信等を行っていく必要がある。 

 

『食べる』 

「朝食を毎日食べている」割合は、小学６年生は増加したが、中学３年生は年々減少し

ている。また、朝食を食べない理由としてここ数年間、小学６年生・中学３年生ともに「食欲

がない」が最も多かったが、今回の調査で「時間がない」が上回った。 

朝食を食べる習慣を身に付けるには早寝早起きを実践するといった基本的な生活習慣

を形成することが重要であり、引き続き“早寝・早起き・朝ごはん”の指導をどの学年にも

行っていく必要がある。 

一方で、小学６年生・中学３年生ともに「家族のおとなと一緒に食事をしている」「主食・

主菜・副菜がそろった食事をしている」「食事がいつも楽しい」割合が増加している。“共食

（誰かと一緒に食事をすること）”をすることで、食事バランスが整い、楽しいと感じる充実し

た食事時間を過ごしていることが伺える。 

 

『返す（リサイクル）』 

小学６年生・中学３年生ともに「食物を残すことがもったいない」「食物を無駄にしないよう

に、食べ残しを減らす努力をしている」割合が増加した。「モッタイナイ」を意識して、自然の

恵みに感謝し、食物を大切にする心が着実に育まれている。 

 

『生活習慣』 

中学３年生の「就寝時刻が午前０時以降」の割合が年々増加しており、生活時間の夜型

化が伺える。また、排便がある時間帯を見ても、「朝」よりも「夜」と答える生徒が多く、この

ことから夜型化は朝食摂取や排便習慣にも影響を与えている可能性が考えられる。 

生活時間の夜型化は日中の学校生活にも影響が出てくると考えられるが、就寝時間が

遅くなる原因や日中の運動量など、調査では読み取れないこともあるため、今後も子ども

たちの実態を把握しながらそれに対する効果的な働きかけを行っていく必要がある。 


